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１．プロジェクトの目的・概要

２．具体的な取組内容

３．プロジェクトの成果及び地域への還元

本プロジェクトの目的は、本学の学生が国際問題に関心を持ち、その視野・見識を広げること、

また、道外学生の視点も取り入れ、大学の枠を超えて学生が協働し学び合う中で、地場産業の

支援や振興のために何が必要か実践的に考え、具体的な提言等を行うことである。

前期では、国際法模擬裁判JAPAN CUPに参加した。 夏期休暇中に愛知県立大学と合同ゼミを

行った。後期では、前期で培った経験や能力を活かすことを目標に、インナーゼミナール への

参加、横浜国立大学・まだ会との合同イベントを実施した。 

申請時に計画したすべての活動を実施することができ、本学の学生が これらの活動の中で活発

な議論を行い、優秀な成績を収めたため、本学が目指すグローカル教育、アク ティブランニング

を実践することができた。また、地元団体「まだ会」の協力を得て実施したイベント「小樽の活性化

のためにできること」に多くの市民が参加し、研究活動の成果を地域に還元したことが、北海道新

聞、読売新聞、大学ホームページで紹介された。今後より具体的な政策立案に繋げていきたい。

4月〜7月 国際法模擬裁判への準備、参加 

東京で開催された国際法模擬裁判大会JAPANCUPに参加した。綿

密な文献調査を踏まえた法的議論を準備し、東京大学、京都大学、

東北大学などと競争し、「被告書面2位」という好成績を収めた。 し

かし、口頭弁論では裁判官との質疑応答にうまく対応できず、総合

順位に入ることができなかったため、 今後の課題としたい。 

8月 愛知県立大学合同ゼミ

「エコツーリズム」「多文化共生政策」をテーマに、小樽公衆浴場事

件、ヘイトスピーチ、世界遺産知床とアイヌ文化など、国際法の観

点から北海道地域の問題について研究発表をし、議論を行なった。

12月 インナーゼミナールで優勝 

「捕鯨問題解決のために」で研究発表を行い、昨年に続き、優勝し

た。模擬裁判大会で培った研究の進め方、プレゼン原稿の作成手

法、相手に伝えるための話法を活かしたこと、そして何より他大学と

切磋琢磨した活動経験と自信が優勝という結果につながった。

1月 横浜国立大学・まだ会との合同イベント

「若者の居場所を確保するために、チェーンの飲食店を誘致する」

「中古のクルーズ船を再利用した会場ホテルの開業」など、横浜国

立大学の学生とともに、小樽が直面する社会的課題を法政策の観

点から分析し、現地調査を行うことを通して、地場産業の支援や振

興のために何が必要か実践的に考え、政策提言を行った。
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